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サ
シ
バ
の
里
か
か
し
祭
り

№ 215
秋
2020

　

道
の
駅
サ
シ
バ
の
里
い
ち
か
い
と
同

駅
の
直
売
所
出
荷
組
合
が
初
開
催
す
る

「
サ
シ
バ
の
里
か
か
し
祭
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

里
地
里
山
の
環
境
豊
か
な
町
の
イ

メ
ー
ジ
に
沿
っ
た
集
客
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
企
画
。
町
内
外
か
ら
趣
向
を
凝
ら
し

た
作
品
が
集
ま
り
、
会
場
の
西
駐
車
場

北
側
の
草
の
広
場
は
、
色
と
り
ど
り
の

衣
装
を
着
た
か
か
し
で
賑
や
か
に
な
り

ま
し
た
。

　

町
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
サ
シ
バ
の

サ
ッ
ち
ゃ
ん
」
や
疫
病
退
散
を
願
う
ア

マ
ビ
エ
な
ど
時
事
ネ
タ
に
か
け
た
作
品

も
複
数
あ
り
、
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。
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提
言
提
出
先

　
令
和
三
年
度
税
制
改
正
提
言
書

一
市
四
町
首
長
等
へ
提
出
　

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
は
、
税
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
公
平
で
健

全
な
税
制
の
実
現
を
目
指
し
、
会
員
企
業

の
意
見
や
要
望
を
反
映
し
な
が
ら
税
の
あ

る
べ
き
姿
や
将
来
像
を
見
据
え
て
建
設
的

な
提
言
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

書
は
、
昨
年
十
二
月
県
下
八
法
人
会
の
役

員
、
税
制
委
員
を
対
象
に
税
制
改
正
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
五
百
八
十
四
名

か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

提
言
書
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に

栃
木
県
法
人
会
連
合
会
の
税
制
委
員
会
が

鋭
意
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

真
岡
法
人
会
で
は
、
九
月
か
ら
一
〇
月

に
か
け
て
郡
内
一
市
四
町
の
各
首
長
、
議

長
、
教
育
長
を
表
敬
訪
問
す
る
と
と
も
に

提
言
書
に
よ
り
地
方
行
政
運
営
の
改
革
等

に
つ
い
て
各
支
部
長
、
税
制
委
員
が
提
言

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

＊
提
言
書
に
つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

真岡市　左から、新井副会長、石田
副会長、諸伏会長、真岡市長、
坂本税制委員長

益子町　左から、星野議長、大塚町長、

篠原副会長、岡教育長

芳賀町　左から、杉田副会長、見目

町長

市貝町　左から、河野税制委員、	
阿 部 副会長、入野町長、	
和久議長

茂木町　左から、伊藤理事、小口町長、

高松副会長、渡辺理事

決算期別説明会のご案内
　税務行政につきましては、日頃から深いご理解とご協力をいただき厚くお礼申し上げます。
　さて、法人税等の改正点及び申告に当たり注意すべき事項等について、（一社）真岡法人会と共催の決算期別説明
会を下記の通り開催しますので、ご案内申し上げます。

記
開催日 時間 会場

令和２年 11月 5日（木） 14:00 ～ 15:30 真岡商工会議所大会議室　真岡市荒町 1203
	 説明内容：令和 2年度税制改正について
	 	 　申告にあたっての注意点
	 	 　源泉所得税について（ほか）
	 説 明 者：真岡税務署　法人課税部門担当官
※新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、当日ご出席される方はマスクの着用等をお願いします。
　また、当日説明会受付にて検温等を実施させていただきますので、ご理解とご協力をお願いします。
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真
岡
税
務
署
長�

谷
田
川
　
成
揮

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
関
東
信

越
国
税
局
調
査
査
察
部
統
括
査
察
官
か
ら

真
岡
税
務
署
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
谷

田
川
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
高
市
同
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

諸
伏
会
長
を
は
じ
め
真
岡
法
人
会
の
皆

様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
会
の
事
業
活
動
を

通
じ
ま
し
て
、
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
真
岡
税
務
署
は
も
と
よ
り
栃
木

県
内
の
勤
務
は
初
め
て
で
す
が
、
歴
史
と

伝
統
の
あ
る
真
岡
税
務
署
に
勤
務
で
き
た

こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
う
と
と
も
に
、
そ

の
職
責
の
重
大
さ
を
改
め
て
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

本
事
務
年
度
も
私
以
下
二
八
名
の
職
員

で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
職
員
一
同

一
丸
と
な
っ
て
、
信
頼
さ
れ
る
税
務
行
政

の
推
進
に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

法
人
会
は
、「
よ
き
経
営
者
を
め
ざ
す

も
の
の
団
体
」
と
し
て
、
納
税
意
識
の
向

上
と
企
業
経
営
及
び
社
会
の
健
全
な
発
展

に
貢
献
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
組

織
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
会
員
の
自

己
啓
発
を
図
る
た
め
の
税
務
研
修
会
の
開

催
、
会
報
誌
の
発
行
、
地
域
社
会
貢
献
活

動
や
経
営
支
援
と
し
て
の
講
演
会
の
実
施

な
ど
、
様
々
な
事
業
を
積
極
的
に
展
開
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
対
す

る
租
税
教
育
の
推
進
に
力
を
入
れ
、
租
税

教
室
の
講
師
派
遣
や
税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集
活
動
等
に
取
り
組

ん
で
頂
い
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
真
岡
法
人
会
の
皆
様
が
、

税
務
の
よ
き
理
解
者
と
し
て
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
は
誠
に
心
強
い
限
り
で

あ
り
、
諸
伏
会
長
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様

方
の
卓
越
し
た
ご
指
導
の
下
、
会
員
の
皆

様
の
日
頃
の
ご
努
力
の
賜
物
と
深
く
敬
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
ど
も
は
、
内
国
税
の
適
正
か

つ
公
平
な
賦
課
及
び
徴
収
の
実
現
の
た
め
、

納
税
環
境
の
整
備
や
適
正
・
公
平
な
税
務

行
政
の
推
進
に
よ
り
、
国
民
の
皆
様
か
ら

の
理
解
と
信
頼
の
下
、
納
税
者
の
自
発
的

な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円
滑
に

実
現
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

や
I
C
T
化
が
急
速
に
進
展
し
、
税
務

行
政
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し

て
お
り
ま
す
。
国
税
庁
に
お
き
ま
し
て
は
、

既
に
「
税
務
行
政
の
将
来
像
」
を
策
定
・

公
表
し
、
I
C
T
の
活
用
に
よ
る
「
納

税
者
の
利
便
性
の
向
上
」
と
「
課
税
・
徴

収
の
効
率
化
・
高
度
化
」
を
柱
と
し
た
「
ス

マ
ー
ト
税
務
行
政
」
の
実
現
に
向
け
て
計

画
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
感
染

拡
大
防
止
措
置
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
方
々
に
対
し
て
、
引

き
続
き
、
申
告
・
納
付
等
に
つ
い
て
、
既

存
の
期
限
延
長
制
度
や
納
付
の
猶
予
制
度

と
併
せ
て
、
新
た
に
措
置
さ
れ
た
特
例
猶

予
制
度
を
適
切
に
運
用
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の

新
し
い
生
活
様
式
が
推
進
さ
れ
、
税
務
行

政
の
運
営
も
変
革
を
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

真
岡
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
今
度
と
も

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
真
岡
法
人
会

の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

定
期
人
事
異
動

（
令
和
2
年
7
月
10
日
付
）

新
任
者

署　

長

	

谷
田
川　

成
揮

個
人
課
税
部
門
統
括
官

	

森
山　
　

隆
宏

法
人
課
税
部
門
統
括
官

	

峯
村　
　

雄
紀

総
務
課
総
務
係
長

	

山
田　
　

智
生

とちぎテレビの
ニュース情報番組内「情報マルシェ」ほかで放
送いたします。

■イブ 6プラス（平日 18:00 ～ 19:00 ※金曜日
のみ 19:15 まで）※祝日は 18:25 まで
11月 2日（月）～ 30日（金）

■ナイトニュース 9（平日 21:00 ～ 21:40）
11 月 24日（火）、30日（金）

県連 PR「とちぎテレビCM 放送日」のご連絡
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コ
ロ
ナ
禍
の
給
付
金
・
金
融
・
税
務

（
一
）
は
じ
め
に

　

い
つ
終
わ
る
か
分
か
ら
な
い
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
皆
様
は
奮
闘
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
持
続
化
給
付
金
を
は
じ
め
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
対
応

さ
れ
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
回
、

確
認
の
意
味
で
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

な
お
、
栃
木
県
及
び
各
市
町
村
そ
の
他

の
機
関
も
対
策
が
取
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
で
も
間
に
合
う
事
業
者
に
対
す

る
国
等
の
対
策
を
中
心
に
ま
と
め
て
あ
り

ま
す
。

（
二
）
給
付
金
の
取
り
扱
い

①
持
続
化
給
付
金

（
イ
）　

給
付
対
象
者

　

前
年
同
月
比
の
売
上
が
五
〇
％

以
上
減
少
し
た
等
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
個
人
事
業
者
ま
た
は
一

定
の
法
人

（
ロ
）　

給
付
額
の
上
限

個
人
は
１
０
０
万
円

法
人
は
２
０
０
万
円

（
ハ
）　

対
象
月

令
和
二
年
一
二
月
三
一
日
ま
で

（
ニ
）　

申
請
期
間

令
和
三
年
一
月
一
五
日
ま
で

（
ホ
）　

申
請
方
法

申
請
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
電

子
申
請

②
家
賃
支
援
給
付
金

（
イ
）　

給
付
対
象
者

前
年
同
月
比
の
売
上
が
五
〇
％
以

上
減
少
ま
た
は
連
続
す
る
三
か
月

の
売
上
合
計
が
前
年
同
月
比
で
三

〇
％
以
上
減
少
し
た
等
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
個
人
事
業
者
ま
た

は
一
定
の
法
人

（
ロ
）　

給
付
額
の
上
限

個
人
は
３
０
０
万
円

法
人
は
６
０
０
万
円

（
ハ
）　

対
象
月

令
和
二
年
一
二
月
三
一
日
ま
で

（
ニ
）　

申
請
期
間

令
和
三
年
一
月
一
五
日
ま
で

（
ホ
）　

申
請
方
法

申
請
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
電

子
申
請

③
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例

（
イ
）　

給
付
対
象
者

売
上
高
が
、
前
年
同
月
比
５
％
以

上
減
少
し
た
等
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
事
業
者

（
ロ
）　

給
付
額
の
上
限

一
人
一
日
当
た
り
１
５
，
０
０
０

円
（
教
育
訓
練
２
，
４
０
０
円
加

算
あ
り
）

（
ハ
）　

対
象
期
間(

延
長
さ
れ
ま
し
た)

令
和
二
年
一
二
月
三
一
日
ま
で

（
ニ
）　

申
請
方
法

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
提
出
ま
た
は
郵
送

④
テ
レ
ワ
ー
ク
助
成
金
（
一
般
）

（
イ
）　

対
象
と
な
る
取
り
組
み

（
ロ
）　

テ
レ
ワ
ー
ク
用
通
信
機
器
の
導
入

等
一
定
の
要
件
に
該
当
し
た
場
合

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
応

し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
助
成
金
は
終
了

し
て
い
ま
す
。

（
ハ
）　

助
成
額
の
上
限
・
３
０
０
万
円

(

三)

金
融
の
取
り
扱
い

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連

し
た
公
的
融
資

（
イ
）　

日
本
政
策
金
融
公
庫

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

特
例
貸
付

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
マ

ル
経
融
資

（
ロ
）　

商
工
中
金

・
危
機
対
応
融
資

②
民
間
融
資

（
イ
）　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
四
号
・

五
号

（
ロ
）　

危
機
関
連
保
証

③
そ
の
他・

既
存
融
資
の
借
換
え
・
リ
ス
ケ

等
(

四)
税
務
の
取
り
扱
い

①
納
税
の
猶
予
の
特
例

（
イ
）　

対
象
者

前
年
同
月
比
の
事
業
収
入
が
お
お

む
ね
２
０
％
以
上
減
少
し
て
い
る

等
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
納
税

者

（
ロ
）　

手
続
き

「
納
税
の
猶
予
申
請
書(

特)

」
を

所
轄
税
務
署
長
に
提
出

（
ハ
）　

対
象
月
・
対
象
税
目

令
和
三
年
二
月
一
日
ま
で
に
納
期

期
限
が
到
来
す
る
国
税

猶
予
期
間
・
原
則
一
年

※
担
保
不
要
・
延
滞
税
免
除

②
そ
の
他
の
特
例

項
目
だ
け
を
列
挙
し
て
お
き
ま
す
。

（
イ
）　

申
告
期
限
の
個
別
延
長
制
度

（
ロ
）　

欠
損
金
の
繰
戻
し
還
付
の
特
例

テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
た
め
の
中
小
企

業
の
設
備
投
資
減
税

（
ハ
）　

消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書

等
の
提
出
の
特
例

（
ニ
）　

寄
付
金
等
・
寄
付
金
以
外
の
損
金

と
の
区
分

（
ホ
）　

役
員
給
与
の
減
額

（
五
）
終
わ
り
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
動
向
に
よ
っ
て

は
、
上
記
の
取
り
扱
い
が
変
更
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
雇
用
調
整

助
成
金
の
特
例
は
、
当
初
、
対
象
月
が
六

月
ま
で
だ
っ
た
の
が
、
九
月
ま
で
に
延
び
、

さ
ら
に
一
二
月
ま
で
延
び
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。
最
新
の
情
報
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

(

関
東
信
越
税
理
士
会
真
岡
支
部)
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青
年
部
会
・
女
性
部
会

「
租
税
教
室
」
開
催

今
年
度
は
六
校
担
当
予
定

租
税
教
育
事
業

川上 桃香 さん

田
村
自
動
車
㈱

職
場
の
花

豊かな車社会の健全な発展に貢献する

（本社）栃木県芳賀郡市貝町多田羅465-1
（宇都宮サービスセンター）宇都宮市中今泉5-24-13
電話：0285-68-1386
FAX：0285-68-1363
代表者名	 ：猪口	又雄
創業年月日	 ：1961年8月
ホームページ	：http://www.toho-lpg.co.jp/

　

法
人
会
の
青
年
部
会
及
び
女
性
部
会
が

講
師
を
務
め
る
「
租
税
教
室
」
は
、
令
和

２
年
度
は
真
岡
税
務
署
管
内
６
小
学
校
の

６
年
生
児
童
を
対
象
に
実
施
予
定
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
関

係
で
開
催
日
の
決
ま
っ
て
な
い
小
学
校
も

あ
り
ま
す
が
、
芳
賀
東
小
と
大
内
東
小
の

２
校
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

本
教
室
は
、
租
税
教
室
事
業
の
一
つ
と

し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
次
代
を
担

う
子
供
た
ち
に
税
の
仕
組
み
や
税
の
大
切

さ
を
正
し
く
伝
え
て
い
ま
す
。
租
税
教
室

に
取
組
ん
で
今
年
で
１
０
年
目
法
人
会
の

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、
ま
た
、
青
年
部

会
・
女
性
部
会
の
重
要
な
事
業
と
し
て
定

着
し
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す

７月６日芳賀東小学校（芳賀）担当　青年部
講師　小玉　裕一

１０月１６日大内東小学校（真岡）青年部
講師　伊澤　学

　

田
村
自
動
車
で
は
、
接
客
や
事
務
、
自

動
車
保
険
業
務
な
ど
を
担
当
し
て
お
り
ま

す
。

　

入
社
し
て
か
ら
数
年
た
ち
ま
す
が
、

日
々
新
し
い
発
見
が
多
く
ま
だ
ま
だ
勉
強

す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

自
動
車
保
険
で
は
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
保
険
で
付
帯
出
来
た
り
、
昨
今
多

く
な
っ
て
き
て
い
る
台
風
・
浸
水
被
害
に

よ
る
車
両
の
損
害
も
カ
バ
ー
で
き
る
補
償

プ
ラ
ン
等
、
お
客
様
の
安
全
第
一
の
『
万

が
一
の
時
に
備
え
ら
れ
る
』
内
容
を
ご
案

内
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
室
内
の
換
気
や
机
・
イ
ス

の
こ
ま
め
な
消
毒
や
、
お
見
え
に
な
っ
た

お
客
様
へ
検
温
と
消
毒
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

ま
だ
ま
だ
不
安
な
日
々
が
続
き
ま
す
が
、

そ
ん
な
中
で
も
お
客
様
に
安
心
し
て
ご
来

店
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、『
田
村
自

動
車
に
任
せ
て
よ
か
っ
た
』
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

代表取締役　田村浩次

本　　　社	 栃木県芳賀郡市貝町文谷 459
TEL0285(68)2477㈹					FAX0285(68)2968

h t t p : / / t a m u r a m o t o r s . c o m /

市貝バイパス店・中古車展示場
芳 賀 郡 市 貝 町 市 塙 1167
 0 1 2 0 - 6 8 - 2 4 7 7

那須烏山店・中古車展示場
那 須 烏 山 市 神 長 643
☎︎ 0 2 8 7 - 8 3 - 8 3 8 8
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新
し
い
働
き
方
、

テ
レワ
ー
ク
の
表
と
裏
　

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　
柏
木
勇
一

道の駅サシバの里いちかい

旬の野菜果物・地元名産品販売・農産物直売所

◆
在
宅
勤
務
は
ス
ト
レ
ス
、
出
社
し
た
ほ

う
が
い
い
と
訴
え
た
社
員

　

こ
の
小
見
出
し
を
読
ん
で
、
意
外
だ
な
、

と
思
っ
た
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
へ
の
対
応
と
し
て
多
く
の
職
場
が
テ

レ
ワ
ー
ク
、
在
宅
で
仕
事
を
す
る
働
き
方

を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
あ
る
食
品
会
社
の

営
業
担
当
、
４
０
代
前
半
の
Ａ
さ
ん
は
、

７
人
の
チ
ー
ム
の
チ
ー
フ
。
３
割
出
社
と

い
う
会
社
の
方
針
に
従
い
ま
し
た
が
、
同

僚
と
の
意
思
疎
通
の
た
め
に
は
、
出
社
し

た
方
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
き
ま
し
た
。
顧
客

対
応
も
直
接
の
話
し
合
い
が
有
効
で
し
た
。

在
宅
は
ひ
と
り
勤
務
。
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
使

い
ま
す
。
操
作
自
体
は
慣
れ
て
も
、
一
人

で
決
断
を
求
め
ら
れ
る
場
合
は
迷
い
ま
す
。

「
自
宅
だ
か
ら
楽
で
し
ょ
う
」
と
周
り
か

ら
は
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
Ａ
さ
ん
は

「
ひ
と
り
で
は
キ
ツ
イ
、
逆
に
ス
ト
レ
ス

で
す
」
と
訴
え
た
の
で
す
。
ス
ト
レ
ス
発

散
の
場
は
、
出
社
し
た
時
に
部
署
が
違
う

た
く
さ
ん
の
仲
間
と
の
会
話
だ
っ
た
と
話

し
ま
し
た
。
皮
肉
な
訴
え
の
よ
う
で
す
が
、

大
き
な
教
訓
を
含
ん
だ
言
葉
で
し
た
。

◆
テ
レ
ワ
ー
ク
に
も
メ
リ
ッ
ト
と
心
配
な

面
が
あ
り
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
で
専
門
医

か
ら
提
唱
さ
れ
た
の
が
〝
３
密
回
避
〟
で

し
た
。
す
で
に
多
く
の
方
の
生
活
に
定
着

し
て
お
り
、
改
め
て
説
明
す
る
必
要
は
な

い
で
し
ょ
う
。
職
場
で
も
、
密
閉
と
密
接

に
気
を
つ
か
い
、
そ
し

て
通
勤
電
車
の
人
混
み

を
避
け
る
目
的
も
あ
り
、

在
宅
勤
務
が
広
が
り
ま

し
た
。
情
報
通
信
技
術

を
活
用
し
た
、
場
所
や

時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い

柔
軟
な
働
き
方
が
テ
レ

ワ
ー
ク
で
す
。
Ａ
さ
ん

自
身
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
上
司

と
の
打
ち
合
わ
せ
を
や

り
、
メ
ン
バ
ー
と
の
テ

レ
ビ
会
議
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
テ
レ

ワ
ー
ク
に
は
、在
宅
ワ
ー

ク
、
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
、

施
設
利
用
の
ワ
ー
ク
な

ど
が
あ
り
、
Ａ
さ
ん
の

会
社
も
場
面
に
応
じ
て

活
用
し
て
い
る
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

国
も
積
極
的
活
用
を
提
唱
し
て
き
ま
し

た
。企
業
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、オ
フ
ィ

ス
コ
ス
ト
の
削
減
、
働
く
側
に
と
っ
て
は
、

通
勤
時
間
が
な
い
た
め
の
有
効
な
時
間
利

用
、
そ
し
て
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

拡
大
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
業
種

に
よ
っ
て
は
、
顧
客
対
応
が
迅
速
に
進
む

メ
リ
ッ
ト
を
上
げ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
Ａ
さ
ん
が
語
る
〝
孤
立
状
態
で

判
断
を
求
め
ら
れ
る
〟
こ
と
は
新
た
な
ス

ト
レ
ス
と
し
て
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
何
事

飲食物販
らーめん麺蔵、カフェ三四八、レストランはな
夢陶房、ジェラートみるく、SAKESASHIBA

〒 321-3423　栃木県芳賀郡市貝町大字塙 1270
電話：0285-68-3485
電話受付時間：9:00 〜 17:00（木曜日定休）
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に
も
表
と
裏
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
態
は
職
場

に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
伝
達
感
と

伝
達
度
が
あ
り
ま
す
。
内
容
が
相
手
に

ち
ゃ
ん
と
伝
わ
っ
た
、
と
感
じ
る
の
が
伝

達
感
。
内
容
が
正
確
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
伝
達
度
で
す
。
伝
え
る
内
容
に
も
よ

り
ま
す
が
、
伝
達
感
は
対
面
、
伝
達
度
は

非
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
高
い
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
情
報
処
理
上
の
理

論
と
し
て
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
メ
リ
ッ
ト
で

す
。
一
方
、
心
理
学
の
側
面
か
ら
は
、
対

面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
と
し
て
、

相
手
の
表
情
を
見
て
反
応
を
う
か
が
い
な

が
ら
〝
分
か
り
あ
え
る
関
係
〟
を
築
く
こ

と
を
上
げ
て
い
ま
す
。
広
が
る
在
宅
勤
務

の
心
配
な
点
と
し
て
、
話
し
相
手
が
い
な

い
孤
独
な
場
が
長
く
続
く
と
、
感
情
の
停

止
・
劣
化
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
喜
怒

哀
楽
が
あ
っ
て
の
人
生
で
す
。
効
率
化
を

求
め
る
こ
と
で
、
人
と
し
て
の
大
事
な
要

素
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
こ
と
は
避
け

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
Ａ
さ
ん
の
訴
え

を
一
人
ひ
と
り
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
在
宅
勤
務
で
は
で

き
な
い
職
種
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
生

産
工
場
、
運
送
業
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
は
、
現
場
で
苦
労
し
て
い
る
人
た
ち
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
忘
れ
な
い
よ
う

に
。
働
き
方
改
革
が
長
く
叫
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
一
律
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
た

ち
の
職
場
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
皆
さ
ん

で
話
し
合
っ
て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
筆
者
紹
介
】
柏
木
勇
一
（
か
し
わ
ぎ
・

ゆ
う
い
ち
）
１
９
４
１
年
生
ま
れ
。
大
学

卒
業
後
、
新
聞
社
勤
務
を
経
て
、
現
在
Ｅ

Ａ
Ｐ
企
業
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活
動
。

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
家
族
相
談
士
、
交

流
分
析
士
。
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株
式
会
社

東
芳
リ
ビ
ン
グ
プ
ラ
ン
ガ
イ
ド

小
玉
産
業
株
式
会
社

企 

業 

紹 

介

　

弊
社
は
先
代
が
関
東
産
業
と
し
て
土
管

工
場
を
創
業
し
昭
和
四
十
年
代
初
め
に
飼

料
と
家
庭
用
燃
料
を
扱
う
猪
口
商
店
と
屋

号
を
改
め
ま
し
た
。
ま
た
平
成
四
年
八
月

に
法
人
化
し
現
在
に
至
り
ま
す
。
前
身
で

あ
る
猪
口
商
店
か
ら
の
燃
料
小
売
業
に
加

え
昭
和
五
十
年
代
に
公
認
工
事
店
を
取
得

し
た
水
道
事
業
で
設
備
工
事
業
を
柱
に
二

十
八
年
当
地
を
拠
点
に
県
内
各
地
で
営
業

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

燃
料
に
関
し
て
は
練
豆
炭
の
時
代
か
ら

ガ
ス
の
時
代
に
移
り
次
世
代
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
多
様
化
と
変
化
の
目
ま
ぐ
る
し
い

業
界
で
す
。
良
識
と
安
全
性
を
確
保
し
な

が
ら
シ
ビ
ア
な
価
格
競
争
に
取
り
組
み
台

所
か
ら
ご
家
庭
の
水
ま
わ
り
、
お
住
ま
い

に
関
す
る
相
談
ご
と
ま
で
頼
っ
て
い
た
だ

け
る
会
社
と
し
て
お
客
様
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　

設
備
工
事
に
関
し
て
は
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
様
の
技
術
面
や
安
全
面
で
の
要
望
や

指
導
に
応
え
堅
実
な
施
工
を
し
て
お
り
ま

す
。

　

メ
ン
バ
ー
も
個
人
商
店
の
家
族
経
営
か

ら
法
人
化
し
頼
れ
る
仲
間
が
少
し
ず
つ
増

え
明
る
く
真
面
目
で
個
性
的
な
集
団
に
な

れ
ま
し
た
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
と
は
無
縁
の
業
種
で
す
が

そ
ん
な
頼
れ
る
仲
間
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

良
さ
を
活
か
し
対
応
に
あ
た
り
ま
す
。
水

道
事
業
者
、
燃
料
供
給
事
業
者
と
し
て
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。
地
域
の
皆
様

に
私
た
ち
が
得
意
と
す
る
工
事
業
を
管
工

事
業
や
土
木
工
事
に
広
め
貢
献
し
更
に
発

展
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
数
年
前
入
社
し
当
時

「
期
待
の
新
人
」
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
成

長
し
今
で
は
頼
も
し
い
「
主
力
社
員
」
で

す
。
そ
ん
な
訳
で
新
た
な
仲
間
も
絶
賛
募

集
中
で
す
。
ご
紹
介
や
情
報
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

小
玉
産
業
㈱
は
、
芳
賀
町
に
て
昭
和
２

４
年
に
建
築
業
と
し
て
創
業
し
通
信
機
材

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
解
体
業
を
手
掛
け
た
の
ち
、

昭
和
４
９
年
に
電
線
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
と

し
て
法
人
化
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
社
は
、「
明
日
へ
の
資
源
の
架
け
橋
」

を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
し
て
掲
げ
、
被
覆

電
線
ナ
ゲ
ッ
ト
処
理
加
工
工
場
を
保
有
し
、

持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
為
、
循

環
型
社
会
に
向
け
た
金
属
資
源
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

電
線
屑
の
発
生
す
る
大
手
電
線
メ
ー

カ
ー
様
の
工
場
、
電
気
工
事
業
者
様
の
建

設
工
事
現
場
か
ら
回
収
し
た
電
線
屑
を
被

覆
電
線
処
理
プ
ラ
ン
ト
に
て
、
銅
を
回
収

し
出
荷
先
の
ご
要
望
に
応
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
回
収
か
ら
ナ
ゲ
ッ
ト
製

造
、
出
荷
ま
で
行
う
こ
と
で
、
お
客
様
の

ご
要
望
に
い
ち
早
く
対
応
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

金
属
に
限
ら
ず
被
覆
材
に
お
い
て
も
、

細
か
く
分
別
し
再
資
源

材
料
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
リ
サ
イ
ク
ル
に

心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　

社
是
を
「
良
品
生

産
」「
顧
客
満
足
」「
環

境
整
備
」
と
し
て
お
り
、

お
客
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
品
質
の
高
い
品

を
生
産
す
る
と
と
も
に
、

リ
サ
イ
ク
ル
業
と
し
て

の
、
環
境
へ
の
負
荷
の

低
減
を
目
指
し
た
企
業

活
動
を
行
う
こ
と
を
方

針
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
客
様

を
第
一
に
考
え
信
用
・

信
頼
さ
れ
、
人
と
地
球

環
境
に
や
さ
し
い
企
業

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。


